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“サステナ” で変わる
世界の酪農乳業

～GDPの取り組みと
日本へのメッセージ
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（国際食品規格委員会）

Jミルクが活動・連携している 国際酪農組織・国連機関の主な活動領域
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IFCN
（国際酪農比較ネットワーク）

WOAH
（国際獣疫事務局）

DSF
（Dairy Sustainability Framework）

DSF
（Dairy Sustainability Framework）

影響力がある国際組織と連携

GDP
（Global Dairy Platform）

酪農乳業のイメージを向上

栄養・健康

エビデンスの創出と提供

社会経済的貢献持続可能性



ドナルド・ムーア 氏
GDP 専務理事

講師

「“サステナ”で変わる世界の酪農乳業」
国際情報交換会（オンラインセミナー）   2025/08/27 15:30～17:30

35 現地参加
65 オンライン参加

申込人数

36 森永乳業株式会社
16 雪印メグミルク株式会社
14 株式会社 明治
5 一般社団法人日本乳業協会

13 生産者団体 1 他
25 乳業関連企業 6 報道
6 研究機関 行政
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開会挨拶  渡辺専務
日本の状況  木ノ内

ムーア氏 講演  60分

世界の酪農乳業のファクト（価値情報の発信）

酪農乳業の温室効果ガス排出とこれまでの対応
酪農先進国での取り組み（フォンテラ社、アーラ社など）

日本に期待すること

ディスカッション  40分

「“サステナ”で変わる世界の酪農乳業」
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（４） 温室効果ガス排出量の削減
酪農乳業における温室効果ガスの削減を目指す

（５） 労働者の安全と権利の確保
労働者の安全と人権が確保できる(確保していると示すことができる)酪農乳業を目指す

（６） アニマルウェルフェアに配慮した飼養管理
アニマルウェルフェアに配慮した(配慮していると示すことができる)酪農を目指す

社会的要求

への対応

（１） 日本酪農の生産基盤の維持•強化
日本酪農の生産基盤のこれ以上の脆弱化防止又は強化を目指す

（２） 安全で安心される良質な牛乳乳製品の安定的な提供
安全で、良質な牛乳乳製品の安定的な供給の強化を目指す

改訂版 戦略ビジョン

（３） 牛乳乳製品の消費拡大
牛乳乳製品の消費拡大とステークホルダーに対するコミュニケーション強化を図る

日本の

酪農乳業の

根幹的課題 

への対応

（７） 日本の酪農乳業の意義と持続可能な取り組みの見える化
前述の６つのマテリアリティを中心に取り組みを見える化すると共に、
日本の酪農乳業の意義（＝存在する価値）の発信の仕方を改変・強化を図る

見せる化
（魅せる化）

改訂版 戦略ビジョン の 「７つのマテリアリティ」

（３） 牛乳乳製品の消費拡大
牛乳乳製品の消費拡大とステークホルダーに対するコミュニケーション強化を図る
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AWポリシー を準備中

GHG排出量

 農林水産省の測定方法

 酪農場での調査を準備中



牛乳乳製品の摂取実態 (１日当たり 牛乳換算  成人)

厚生労働省. 令和４年国民健康・栄養調査報告 IOM. DRIs.2006 UK. NDNS.2016-2019 NHANES.2017-2018  Cifelli CJ. Curr Dev Nutr.7.100010.2022
MRI. NVS 2.2008   Australian Health Survey.2011-12 (成人男女)
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厚生労働省. 令和４年国民健康・栄養調査報告 厚生労働省. 日本人の食事摂取基準2025年版 IOM. DRIs.2006 NHANES.2017-2018   MRI. NVS II.2005-2007
UK. NDNS.2016-2019 NRVs for AUS and NZ.2006   Australian Health Survey.2011-12. 

カルシウムの摂取実態 (１日あたり 成人)

「推奨量」 1日の最低限の摂取量の基準
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（４） 温室効果ガス排出量の削減
酪農乳業における温室効果ガスの削減を目指す

（５） 労働者の安全と権利の確保
労働者の安全と人権が確保できる(確保していると示すことができる)酪農乳業を目指す

（６） アニマルウェルフェアに配慮した飼養管理
アニマルウェルフェアに配慮した(配慮していると示すことができる)酪農を目指す

社会的要求

への対応

（１） 日本酪農の生産基盤の維持•強化
日本酪農の生産基盤のこれ以上の脆弱化防止又は強化を目指す

（２） 安全で安心される良質な牛乳乳製品の安定的な提供
安全で、良質な牛乳乳製品の安定的な供給の強化を目指す

（３） 牛乳乳製品の消費拡大
牛乳乳製品の消費拡大とステークホルダーに対するコミュニケーション強化を図る

日本の

酪農乳業の

根幹的課題 

への対応

（７） 日本の酪農乳業の意義と持続可能な取り組みの見える化
前述の６つのマテリアリティを中心に取り組みを見える化すると共に、
日本の酪農乳業の意義 （＝存在する価値） の発信の仕方を改変・強化を図る

見せる化
（魅せる化）

改訂版 戦略ビジョン の 「７つのマテリアリティ」 改訂版 戦略ビジョン

（３） 牛乳乳製品の消費拡大
牛乳乳製品の消費拡大とステークホルダーに対するコミュニケーション強化を図る
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GDP「世界牛乳の日2025 (6/1)」 
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「ファクト一覧」
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栄養不良に無縁の国はない

Hidden hunger, the presence of 
multiple micronutrient 

deficiencies, is often 
accompanied by overweight 

and obesity
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牛乳乳製品は、全年齢層にとっての栄養源

The Food and Agriculture Organization 
(FAO) recommends milk as part of 

diverse, healthy diets to improve 
nutrition and health3
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牛乳乳製品は手頃な価格で栄養を摂れる

Dairy accounts for a 
significant portion of 

nutrient requirements 
at a lower cost
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酪農乳業は影響力がある

According to FAO, dairy is 
the largest agricultural 
commodity by value, 

third by volume5
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Dairy is a sustainable choice

酪農場のGHG排出強度は
2000～2022年の間に 24％減少

酪農乳業は持続可能な選択肢

質の高いたんぱく質
カルシウム
などの栄養素

人が食べられない
草など

25億t

GHG 対策



酪農乳業： 世界の総排出量の２%

温室効果ガス (GHG) とメタンの排出削減
2015年  COP21「パリ協定」
2015年  国連総会「SDGs」

気温上昇「2.0℃未満」
「13 気候変動対策」

<1.5℃に抑える
GHG 排出を半減 (~2030年)
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削減の取組
途上国の酪農を支援
栄養健康価値の発信

GDP + 世界の酪農乳業界



生乳の生産性とGHGの排出量・由来

乳牛の年間個体乳量（脂質・タンパク質量で補正） kg/頭/年
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消化管
メタン 消化管

メタン

糞尿メタン
飼料 N2O
糞尿 N2O

農場外CO2

← 飼料添加剤

飼料の質
健康状態
飼育方法

←

↑
バイオ

ダイジェスター

デンマークNZ オランダ

酪農場由来 ＞90%
途上国由来 ＞80%



アーラ・フーズ社（デンマーク）
FarmAhead  Check ＋ FarmAhead  Incentive

8, 000以上の酪農場、環境・気候関連の行動の200以上のデータを報告
酪農家が内容に応じたインセンティブを得る

ロイヤル・フリースランドカンピーナ社（オランダ）
Focus Planet プログラム

気候などの９項目の持続可能性指標を報告
酪農家が内容に応じたインセンティブを得る

フォンテラ社（ニュージーランド）
Emissions Excellence プログラム

GHG排出削減に関する達成度により、乳価上乗せのボーナス

酪農先進国での「持続可能性」取り組み
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気候変動対策
 Jミルクのマテリアリティの取組を軸に
メタン削減の方策

 新技術
 飼料添加剤 (ボベア、カギケノリ)、牛マスク、ワクチン
 消費者を不安にさせないコミュニケーション

飼料効率、糞尿管理、炭素市場参加
酪農家を支援

利点がある/収益を損なわない
生産性向上/コスト削減につながる仕組み 

 資金提供モデルが必要

「持続可能性」で日本に期待すること
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バリューチェーン全体での協力を深める
 酪農と乳業が一体構造でない日本では特に
 酪農家への尊重と支援
 関係者全員を一堂に集めて議論（GDPの基本手段）

「持続可能性」で日本に期待すること
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コミュニケーションの一体化
   「酪農乳業や乳の価値・魅力」の

 統合されたメッセージを関係者が一貫して発信

法的規制と自主基準
 柔軟性に欠ける政策より自主的基準を作る方が好ましい



ムーア氏講演の動画配信（字幕付）
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https://vimeo.com/1117664983/47de7c7b4d?ts=0&share=copy
https://vimeo.com/1117664983/47de7c7b4d?ts=0&share=copy
https://vimeo.com/1117664983/47de7c7b4d?ts=0&share=copy
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